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        エジプトで綿織物が完成し、ミイラを包む布が「藍染」されていた。 
BC2000年頃 エジプトで麻織技術が完成。寺院に麻織場が設けられていた。 
        中国黄帝妃西陵が養蚕の技を起こし織機を発明。 
        日本でも麻が使われたと推測される。 
BC500年  インドで木綿の「蝋けち染」が行われた。 






















































































































































1856年 イギリス パーキン 合成染料「モーブ」発明（安政３年） 
1859年 イギリス、ドイツ、つぎつぎ人造や合成染料を発明 
1869年 グレーベ、リーベルマン 茜の主成分アリザリンを人造 
1880年 ドイツ バイエル 藍の主成分インジゴを人造（明治１３年） 
1883年 フランス シャルドネ ニトロ人造絹糸を発明（明治１６年） 
1933年 アメリカ カローザス ポリアミド（ナイロン）を合成、紡糸に成功（昭和８年）。 
以後ポリエステル、アクリルなど合成繊維開発、合繊用染料開発。 
 




























例１ カーボンファイバーの用途開発  
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性： 開発目的に合った観点を１つ選ぶ）   ε：１つの観点のもとで、Ａοから抽出した抽






未知の真理、原理を発見 → 理学研究（基礎研究） → 応用 
がノーベル賞受賞事例のように本来の発明であるが、創造の原点として、 
①偶然の発見応用 















祖型からの進化 土壁 → 日干しレンガ → 焼成レンガ 














過去の知識・経験を多分野に応用する → 用途開発 























少量生産 一品生産 手つくり（創作品、伝統的工芸品など） 
 中量生産 道具   反復生産（メーカーブランド、デザイナーブランドなど） 
 大量生産 機械   連続生産（輸出品、主してグローバル展開品） 
      自動化  省力化、省技術化（AI の活用など） 
需用開拓 大量生産による低コスト化、グローバル化により輸出拡大 → 企業規模拡大、
所得向上 
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